
2022年

時 期 1年A巡 単元 学科 教科名

2022.4.1

総時限 17時限 梶山

必要時限 16時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　①授業ノートから出題する〇×問題に解答し、×の場合、その理由を日本語で記入させる。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

　①日本語Webトレーニングの適宜実施。

　

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　②授業ノートから出題する問題に、日本語で解答させる。

　①2年次からのガソリンエンジンで使用する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　自動車整備士として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

　①日本語によるガソリンエンジンの構成、構造についての説明を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

ガソリンエンジンＡ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 　授業ノート

　演習問題

3

15

16

17

14 　総論　14
　バルブタイミングダイヤグラム　4。

　演習問題の実施と解説　2。

2 　総論　2

　エンジンとは。　エンジンの種類と分類　1。

　（ガソリンージーゼル、4ストロークー2ストローク、

　　　レシプローロータリ）

　期末試験 　期末試験。

9 　総論　9
　4ストロークガソリンエンジンの燃焼　2。

　排出ガスについて。

10 　総論　10
　4ストロークガソリンエンジンの種類　1。

　バルブ駆動方式による分類。

　総論　16 　演習問題の実施と解説。

11 　総論　11
　4ストロークガソリンエンジンの種類　2。

　形状による分類と特徴。

12 　総論　12
　バルブタイミングダイヤグラム　2。

　問題の考え方と説き方の解説。

13

　総論　8

　エンジンの作動　1。

　4ストロークレシプロエンジンの燃焼に必要な行程。

　総論　3 　エンジン種類と分類　2。

　総論　15

　総論　6
　エンジンの作動　3。

　燃焼行程及び排気行程。

　総論　13
　バルブタイミングダイヤグラム　3。

　演習問題の実施と解説　1。

国際自動車整備科 2022年 授業計画

1年A巡 学科 ガソリンエンジンＡ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

　総論　1 　授業導入、概要説明。　エンジンとは。

　エンジンの種類、作動のまとめ。

4 　総論　4

　総論　5

7 　総論　7
　バルブタイミングダイヤグラム　1。

　各行程のバルブの開閉時期のまとめ、バルブオーバーラップ。

8

　エンジンの作動　2。

　吸入行程及び圧縮行程。

　4ストロークガソリンエンジンの燃焼　1。

　ノッキングについて。

5

6



2022年

時 期 1年B巡 単元 学科 教科名

2022.4.1

総時限 17時限 梶山

必要時限 16時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

　①日本語Webトレーニングの適宜実施。

　

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　①授業ノートから出題する〇×問題に解答し、×の場合、その理由を日本語で記入させる。

　②授業ノートから出題する問題に、日本語で解答する。

　①2年次からのガソリンエンジンで使用する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　自動車整備士として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

　①日本語によるガソリンエンジンの構成、構造についての説明を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

ガソリンエンジンＢ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　演習問題

17

15
　エンジン本体

　15
　フライホイール、リングギヤ。

16
　エンジン本体

　16
　演習問題の実施と解説。

13
　エンジン本体

　13
　バルブスプリング。　バルブシート。

14
　エンジン本体

　14
　カムシャフト。

11
　エンジン本体

　11

　バルブ駆動機構（タイミングベルト、タイミングチェーン、

　タイミングギヤ）

12
　エンジン本体

　12
　バルブ。

9
　エンジン本体

　9
　ジャーナルベアリング。

10
　エンジン本体

　10
　バルブ機構（ロッカーアーム式、直動式）

7
　エンジン本体

　7
　コンロッドベアリング。

8
　エンジン本体

　8
　クランクシャフト。

　実習A巡で分解した

　エンジン部品
2

　エンジン本体

　2
　シリンダヘッド。

3
　エンジン本体

　3
　シリンダーブロック、シリンダー。

1
　エンジン本体

　1
　授業導入、概要説明。

4
　エンジン本体

　4
　ピストン。

5
　エンジン本体

　5
　ピストンリング。

　期末試験 　期末試験。

国際自動車整備科 2022年 授業計画

1年B巡 学科 ガソリンエンジンＢ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

　エンジン本体

　6
6 　コンロッド。　ピストンピン。



2022年

時 期 1年C巡 単元 学科 教科名

2022.4.1

総時限 18時限 梶山

必要時限 17時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

　①日本語Webトレーニングの適宜実施。

　②日本語による説明にて内容を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　①授業ノートから出題する〇×問題に解答し、×の場合、その理由を日本語で記入させる。

　②授業ノートから出題する問題に、日本語で解答する。

　①2年次からのガソリンエンジンで使用する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

  　　60点以上で合格。

　1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

  2）出題試験項目

　自動車整備士として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

　①日本語によるガソリンエンジンの電子制御装置のセンサ、アクチュエータの名称、役割、作動を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

ガソリンエンジンＣ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　演習問題

18

17
　電子制御

　装置　17
　演習問題の実施と解説。

15
　電子制御

　装置　15

　車載式交渉診断装置。

　自己診断機能、外部診断機について。

16
　電子制御

　装置　16
　電子制御エンジンのまとめ。

13
　電子制御

　装置　13

　制御系統　4。

　温度センサー。

14
　電子制御

　装置　14

　制御系統　5。

　ECU。

11
　電子制御

　装置　11

　制御系統　2。

　クランク角センサー、カム角センサー。

12
　電子制御

　装置　12

　制御系統　3。

　O２センサー、A/Fセンサー。

5
　電子制御

　装置　5

　吸気系統　3。

　アイドル回転数制御装置　1（ISCV）。

　電子制御

　装置　6

　吸気系統　4。

　アイドル回転数制御装置　2（電子制御式スロットル）。

国際自動車整備科 2022年 授業計画

1年C巡 学科 ガソリンエンジンＣ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1
　電子制御

　装置　1

　授業導入、概要説明。

　ガソリンエンジンの燃焼。

2
　電子制御

　装置　2

8
　電子制御

　装置　８

　電子制御エンジンの特徴。

3
　電子制御

　装置　3

　吸気系統　1。

　バキュームセンサ。

　燃料系統について。

6

7
　電子制御

　装置　7

　吸気系統　5。

　スロットルモータ、スロットルポジションセンサー、

　アクセルポジションセンサー。

4
　電子制御

　装置　4

　吸気系統　2。

　エアーフローメーター。

9
　電子制御

　装置　9
　点火系統について。

10
　電子制御

　装置　10

　制御系統　1。

　回転センサーの種類。

　期末試験 　期末試験。



2022年

時 期 1年D巡 単元 学科 教科名

2022.4.1

総時限 12時限 梶山

必要時限 12時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

　自動車整備士として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

　①日本語によるガソリンエンジンの吸排気装置の構造、作動についての説明を理解する。

授業計画国際自動車整備科

教科担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車工学

ガソリンエンジンＤ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　②日本語による説明にて内容を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　①2年次からのガソリンエンジンで使用する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

　②授業ノートから出題する問題に、日本語で解答する。

　①授業ノートから出題する〇×問題に解答し、×の場合、その理由を日本語で記入させる。

　

　準備学習

　①日本語Ｗｅｂトレーニングの適宜実施。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

1 　授業ノート

2

4

5

9

10

12

　燃料装置　５ 　燃料装置の種類　２。（電子制御式）

　浄化装置　2

3 　燃料装置　３
　燃料装置の構成。

　燃料の経路（流れ）。

　燃料装置　４ 　燃料装置の種類　１。（機械式）

6

7
　排気装置の構成。

　エキゾーストマニホールド、マフラー。

8 　浄化装置　1
　概要説明。　ガソリンの燃焼、燃料の復習。

　排出ガスの種類

　吸気装置の構成。

　エアクリーナー、インテークマニホールド。

　燃料装置　２

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

　燃料装置　１ 　授業導入、概要説明。

　ガソリンエンジンの燃料について、種類。

国際自動車整備科 2021年 授業計画

１年Ｄ巡 学科 ガソリンエンジンＤ

　排出ガスの成分及び有害成分。

　有害排出ガス浄化装置の構成。　浄化装置　3

　期末試験 　期末試験　4。

　吸排気装置　1

　吸排気装置　2

11 　浄化装置　4
　地球環境に及ぼす影響。

　有害排出ガスを排出しない自動車。


